
開 講 学 科 建築学科 
実務家科目 

前橋工科大学 シラバス 
― 

科 目 名 建築マネジメント 
標準対象年次 選択／必修 科目コード 

3年次 選択 14104901 

担当教員 堤 洋樹 
単位数 学 期 曜 日 時限 

2単位 後期 火曜日 2時限 

授業の教育 

目的･目標 

目的：都市の基盤となる社会資産を構築するため、施主だけでなく利用者の立場から建築マネジ

メントを実践する基本的な理論と分析手法を習得する。 

目標：地域社会に必要な施設の与条件を客観的な施設情報の分析から明らかにし、具体的な整備

案を取り纏め･発表できる能力を育成する。 

学科の学修･教育

目標との関係 学んだ技術や知識をもとに，柔軟に対応できる応用力を身に付けている。 

キーワード マネジメント、社会資産、建築企画、施設運用、地域社会、ワークショップ 

授業の概要 毎回チームで具体的な課題に対する準備と発表を繰り返すワークショップ形式の授業により、建

築の建設・保有に求められる与条件をとりまとめ、そのあるべき具体的な姿（整備案）を検証す

る。なお本授業を通してプレゼンテーション資料の作成要領、発表･説明の表現テクニックなど、

社会人と対等な分析・発表技術と手順を身につける。 

授業の計画 第1回： ガイダンス -建築マネジメントの必要性 

第2回： 課題の発掘1 -研究テーマの決定1 

第3回： 課題の発掘2 -課題の整理 

第4回： 要因の解決策1 -課題を踏まえた提案 

第5回： 要因の解決策2 -利用者を考慮した提案 

第6回： 要因の解決策3 -地域社会を配慮した提案 

第7回： 具体的な企画案 -提案の取りまとめ 

第8回： 成果の発表と講評 

第9回： 課題の発掘1 -研究テーマの決定2 

第10回： 課題の発掘2 -課題の整理 

第11回： 要因の解決策1 -課題を踏まえた提案 

第12回： 要因の解決策2 -利用者を考慮した提案 

第13回： 要因の解決策3 -地域社会を配慮した提案 

第14回： 具体的な企画案 -提案の取りまとめ 

第15回： 成果の発表と講評 

受講条件・ 

関連科目 

受講条件：特になし 

関連科目：建築生産 

授業方法 事前に与えられた課題に対しチームを組んで毎回資料作成を行い、授業内で発表するワークショ

ップ形式で進める 

テキスト・参考書 なし(各自で資料を収集すること) 

成績評価 ・期末試験（0％） ・レポート（0％） ・プレゼンテーション（100％）  

・小テスト（0％）  

履修上の注意 毎回プレゼンテーションの準備が必要 

 

 


